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ニ
ュ
ー
ス
専
修
１
月
１５
日
号
の

年
頭
所
感
で
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
こ
こ
に
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
の

試
案
を
提
示
致
し
ま
す
。
キ
ャ
ン

パ
ス
構
想
に
つ
い
て
は
理
事
会
に

お
い
て
も
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
ま
だ
確
定
稿
を
出
せ
る
に
至

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
あ
く

ま
で
も
試
案
の
提
示
で
あ
る
こ
と

を
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

１８
歳
人
口
の
さ
ら
な
る
減
少

や
、
そ
れ
に
伴
う
学
部
の
収
容
定

員
の
変
動
な
ど
が
予
測
さ
れ
る
中

に
あ
っ
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
を

実
現
す
る
に
は
、
財
政
基
盤
を
強

固
な
も
の
に
し
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
す
し
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
も
山
積
み
で
す
。
変

動
要
因
が
多
々
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
都
心
に
あ
る
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
を
よ
り
魅
力
あ
る
も
の

に
し
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
を
よ
り
機
能
的
な
も
の

に
す
る
こ
と
は
、
本
学
の
大
学
力

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
極
め
て

重
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
っ
て

は
、
校
舎
の
建
て
直
し
の
時
期
が

迫
っ
て
お
り
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

動
線
の
確
保
と
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
設

定
に
基
づ
く
校
舎
の
配
置
が
必
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス

整
備
の
ハ
ー
ド
の
問
題
は
、
ど
の

よ
う
な
教
育
を
行
う
の
か
と
い
う

ソ
フ
ト
の
問
題
と
連
動
し
て
い
ま

す
が
、
ま
ず
は
、
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
及
び
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
現
在

の
校
地
を
前
提
に
し
た
場
合
に
、

ど
の
程
度
の
規
模
の
建
物
を
配
置

す
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
を
認
識

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
点
に
焦
点
を
当
て
、
次
の
よ
う

な
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
の
試
案
を
検

討
の
「
た
た
き
台
」
と
し
て
提
示

す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
今

後
、
多
方
面
か
ら
の
検
討
を
加
え

な
が
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
を
練
り

上
げ
、
創
立
１
５
０
年
に
向
け

て
、
計
画
的
か
つ
段
階
的
に
キ
ャ

ン
パ
ス
整
備
を
進
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
試
案
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス

整
備
を
行
う
上
で
の
一
つ
の
例
に

す
ぎ
ま
せ
ん
の
で
、
具
体
的
な
促

進
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
整

備
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

を
立
ち
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

建物□Ａ □Ｂ □Ｃ の建築可能な合計面積

は、現行法規で約３０，４００㎡となり、既

存神田校舎の１・２・３号館より概ね

４，８００㎡増加します。神田校舎につい

ては授業やほかの大学業務を出来得る

限り残しながら工事を行う手法を採る

ことが可能であり、解体した部分に新

築し、次の解体を行い、順次これを繰

り返して建築することができます。省

エネ対策としては、雨水・地下水の利

用や太陽光発電など立地条件において

利用可能な自然エネルギーを最大限利

用できます。

試案は、現在の学生数や教職員数を

基に、大まかなゾーニングを設けたう

え、現在の用途面積を前提として主要

な建物を配置してみたものです。個々

の建物の用途や規模など、検討すべき

事柄は多々あり、詳細は詰められてい

ません。

生田校舎は建物数が多く、新旧の建

物が散在しておりますので、まずはゾ

ーニングを策定し、動線を確保したう

えで建て直しを行うことが必要です。

試案では、学生の動線をスムーズに

し、機能的で安全なキャンパスに生ま

れ変わることを念頭にしています。

緑豊かな環境を生かした優しいキャ

ンパスとなるよう、自然エネルギーを

利用して、コストの低減を図ることも

考えています。

日
本
に
お
け
る
公
立
小
・
中

学
校
選
択
制
の
実
態
調
査
を
踏

ま
え
た
著
作
の
三
作
目
。
ゼ
ミ

生
が
執
筆
に
加
わ
っ
て
い
る
。

前
橋
市
や
長
崎
市
に
お
け
る
選

択
制
見
直
し
の
動
き
が
２
０
０

８
年
度
に
始
ま
っ
た
こ
と
に
基

づ
き
学
校
選
択
制
が
転
換
点
を

迎
え
つ
つ
あ
る
と
指
摘
し
た
点

が
今
回
の
特
徴
。
学
校
選
択
制

を
本
格
的
に
導
入
し
た
品
川

区
、足
立
区
、広
島
市
な
ど
の
定

点
観
測
だ
け
で
な
く
新
し
く
那

覇
市
の
分
析
も
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
の
セ
ン
ト

ポ
ー
ル
市
と
シ
ア
ト
ル
市
で
の

選
択
制
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

前
作
は
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
批
判

も
展
開
し
て
い
た
が
、
今
回
は

近
代
公
教
育
制
度
に
お
け
る
学

校
選
択
制
度
の
原
理
的
問
題
を

論
じ
、
学
校
選
択
制
を
め
ぐ
る

論
争
に
一
石
を
投
じ
て
も
い

る
。
（
八
月
書
館
・
本
体
１
４

０
０
円
＋
税
）

編
著
者
（
み
ね
い
・
ま
さ

や
）
∥
経
営
学
部
教
授
。
主
な

担
当
は
教
育
原
論
。

子
ど
も
に
「
性
」
を
ど
う
教

え
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
サ
ッ

チ
ャ
ー
政
府
は
国
策
と
し
て
考

え
た
。
背
後
に
は
十
代
の
望
ま

な
い
妊
娠
や
性
感
染
症
の
拡
大

が
あ
る
。
本
書
は
、
イ
ギ
リ
ス

に
登
場
し
た
性
教
育
義
務
化
政

策
が
具
体
化
す
る
ま
で
の
錯
綜

を
描
い
て
い
る
。
「
性
」
を
教

育
政
策
の
領
域
で
論
じ
た
異
色

の
一
冊
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

「
性
」
を
学
校
教
育
で
扱
う

こ
と
に
は
賛
否
が
あ
る
。
公
権

力
が
私
的
領
域
に
関
与
す
る
か

ら
だ
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
政
策

は
、
実
の
と
こ
ろ
支
持
母
体
の

保
守
層
を
反
対
勢
力
と
し
て
進

む
こ
と
に
な
る
。
こ
の
保
革
の

ね
じ
れ
を
、
本
書
は
、
錯
綜
を

解
き
進
む
手
掛
り
と
し
て
い

る
。
浮
き
彫
り
に
な
る
の
は
、

近
代
社
会
に
宿
命
的
な
基
盤
流

動
の
問
題
だ
。

使
わ
れ
て
い
る
資
料
は
授
業

実
践
、
メ
デ
ィ
ア
の
世
論
形

成
、
議
会
論
争
等
々
、
実
に
多

彩
で
あ
る
。
（
勁
草
書
房
・
本

体
４
９
０
０
円
＋
税
）

著
者
（
ひ
ろ
せ
・
ひ
ろ
こ
）∥

法
学
部
教
授
。
担
当
は
教
育
行

政
学
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
政
治
論
。

専
修
大
学
今
村
法
律
研
究
室

は
、
再
審
請
求
中
の
刑
事
事
件

を
中
心
に
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
３
回
に
わ
た
っ
て
開
催
し

た
。関

係
者
の
報
告
や
討
議
、
実

例
の
検
証
か
ら
、
な
ぜ
冤
罪
（
え

ん
ざ
い
）
事
件
が
後
を
絶
た

ず
、
無
実
を
晴
ら
す
こ
と
が
困

難
な
の
か
、
日
本
の
刑
事
司
法

の
特
質
が
浮
か
び
上
が
る
シ
ン

ポ
と
な
っ
た
。
そ
の
模
様
を
再

現
し
た
の
が
本
書
だ
。
「
袴
田

事
件
」
「
狭
山
事
件
」
「
布
川
事

件
」
な
ど
取
り
上
げ
た
事
件
は

１０
件
を
超
え
た
。

Ｄ
Ｎ
Ａ
再
鑑
定
の
結
果
、
菅

家
利
和
さ
ん
の
無
期
懲
役
刑
の

執
行
が
停
止
さ
れ
、
再
審
が
始

ま
っ
た
「
足
利
事
件
」
。
そ
の

功
労
者
、
同
事
件
支
援
者
の
西

巻
糸
子
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
も
掲
載
。
菅
家
さ
ん
の
自
白

の
変
遷
に
接
し
、「
お
か
し
い
」

と
感
じ
て
行
動
に
移
し
た
西
巻

さ
ん
は
救
援
活
動
と
は
無
縁
の

家
庭
の
主
婦
。
西
巻
さ
ん
の
市

民
と
し
て
の
「
澄
ん
だ
目
」
が

い
か
に
大
切
か
―
そ
の
談
話
か

ら
伝
わ
っ
て
く
る
。
（
花
伝
社

・
本
体
１
７
０
０
円
＋
税
）

編
著
者
（
や
ざ
わ
・
し
ょ
う

じ
）
∥
法
科
大
学
院
教
授
。
元

今
村
法
律
研
究
室
長
。

専
修
人
の

イ
ギ
リ
ス
の

性
教
育
政
策
史

日髙 義博

キキャャンンパパスス構構想想のの試試案案ににつついいてて

自
由
化
の
影
と
国
家「
介
入
」

緑豊かな環境と機能性

広
瀬

裕
子
著

学校法人専修大学理事長

生田キャンパス

冤
罪
は
い
つ
ま
で

続
く
の
か

矢
澤

曻
治
編
著

建築面積の増と省エネ

転
換
点
に
き
た

学
校
選

択

制

神田キャンパス

嶺
井

正
也
編
著

新

し

い

本
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